
平成平成平成平成 19191919 年年年年 11111111 月月月月    

    

住生活基本法時代住生活基本法時代住生活基本法時代住生活基本法時代のののの工務店工務店工務店工務店・・・・リモデリングリモデリングリモデリングリモデリング会社会社会社会社        

経営経営経営経営革新研修会革新研修会革新研修会革新研修会のごのごのごのご案内案内案内案内    

        

開 催 日 時     第 1回 平成 20年 1月 15日(火)、16日(水) 

          第２回 平成 20年 2月 5日(火)、6日(水) 

          第３回 平成 20年 3月 18日(火)、19日(水) 

          （日程は調整させていただく可能性があります） 

講   師     戸谷英世 HICPM住宅生産性研究会理事長 

参 加 社 数     ５社 

参 加 費 用     21万円（消費税込み）  

          1社二人目からは、52,500円 

          テキスト代含みます。宿泊費・交通費は含みません。 

会   場     株式会社シップ 

          東京都文京区本郷 1-33-4 ヘミニス １ビル 

研修事務局     株式会社シップ 企画部 担当：松浦 Tel 03-3868-9621 

申 込 受 付     平成 19年 11月 14日-11月末日まで 

    

【講師プロフィール】 

       戸谷 英世  

 建設省にて建築・住宅行政を担当、住宅都市整備公団、（財）国土開発技術センター研   

究第一部長、大阪府参事を経て同省を退職、エービーシー開発（株）取締役を経て 1995

年住宅生産性研究会を設立。1996 年には全米ホームビルダー協会（NAHB）と相互協力

協定を締結し、アメリカの体系的な住宅技術移転を図ると共に、国民が家計支出の範

囲で資産形成できる住宅を取得できるよう住宅産業の体質改善に取り組んでいる。「アメリカの住宅

地開発」（学芸出版）「日本の住宅はなぜ貧しいのか」（井上書院）など著書・翻訳本なども多数。    

    

日 程 内        容 

第一回 2008 年 

1 月 15 日 13-18 

16 日 10-17 

 

第１講義 住生活基本法時代の工務店・リモデリング会社経営 

第２講義 住宅建設業経営管理（コンストラクションマネジメント） 

第二回 2008 年 

2 月 5日 13-18 

6 日 10-17 

 

第３講義 住宅設計とサスティナブルハウス 

第４講義 施工計画とスケジューリング 

第二回 2008 年 

3 月 18 日 13-18 

19 日 10-17 

 

第５講義 原価管理の計画と実践 

第６講義 総合品質管理（TQM） 

    



第一第一第一第一回回回回        住生活基本法時代住生活基本法時代住生活基本法時代住生活基本法時代のののの工務店工務店工務店工務店・・・・リモデリングリモデリングリモデリングリモデリング会社会社会社会社経営経営経営経営    

１．住生活基本法直接関連 

（１）政府主導の住宅政策から民間主導の住宅政策 

（２）住生活基本計画と設定された指標の目標 

（３）MBSによる住宅金融制度／民間による住宅金融 

（４）官の役割の「たてまえ」と「本音」（通行税）と実態（許認可格付け） 

（５）２０年後（中長期計画）で問題とするべきこと 

２．住生活基本法の社会経済環境 

（１）FTA（自由貿易協定）時代の国民所得 

（２）人口・世帯推移と住宅宅地需給（売り手市場化） 

（３）手離れの良い住宅販売事業の壁 

（４）住宅価格操作の壁（クレジットローンの限界） 

（５）デフォルト倒産、破産事故の増大 

３．住宅建設業経営（コンストラクションマネジメント） 

（１）重層下請構造の基盤崩壊 

（２）建替え（スクラップアンドビルド）事業推進不能化 

（３）仕事配分業から直接工事指揮管理策へ 

（４）標準化、規格化、単純化への産業再編成 

（５）手離れしない住宅経営 

４．住宅供給・経営事業 

（１）土地を単位にしたサブマーケットごとの住宅経営 

（２）住宅資産価値が増殖する住宅地熟成経営 

（３）住宅金融と連動する住宅建設金融 

（４）仕様書、建築詳細図の標準化／ホームプラン 

（５）請負契約・下請契約・瑕疵保証／見積りデータ 

テキスト：「住宅による資産増殖手法」 

 

第第第第２２２２回回回回    住宅建設業経営管理住宅建設業経営管理住宅建設業経営管理住宅建設業経営管理（（（（コンストラクションマネジメントコンストラクションマネジメントコンストラクションマネジメントコンストラクションマネジメント））））    

１．CM（コンストラクションマネジメント）の全体像 

（１）広義のコンストラクションマネジメント（粗利関係） 

（２）住宅建設業者としての長期展望計画（専門化） 

（３）景気変動に対応する建設業経営／システム構築 

（４）本社経費最小化の住宅経営（プレイングマネジャーの採用） 

（５）営業費ゼロに向けての（看板、営業マン、広告費ゼロ）経営 

２．狭義のコンストラクションマネジメントの全体像 

（１）ソフトの管理技術、３つの管理（原価、時間、品質） 

（２）住宅建設業が利益創造できる理論（流通との相違） 

（３）CMと OMとの共通費、相違点その到達点 

（４）CMの前提となる設計図書（仕様書を含む） 

（５）現場監督（スーパーバイザー）の役割 



３．コンストラクションマネジメントの前提：設計図書 

（１）設計図書と住宅原価と住宅販売価格 

（２）サスティナブルハウスの四原則と CM 

（３）レビットハウス／レビットタインの骨子 

（４）「PEPSI」と略されている CMの実践 

（５）企業内外でトータルとしてのムリ・ムダ・ムラの排除 

４．カルロス・ゴーンの経営（企業利益最大化） 

（１）経営改善見直しの発意：現場からの発言 

（２）事業部制の欠陥発見分析の手法 

（３）経営領域を絞り専門化 

（４）標準化、規格化、単純化によるムリ・ムダ・ムラの削減 

（５）ストックオプションとロイヤリティ（資本と経営との本質） 

テキスト：「アメリカのコンストラクションマネジメント」 

第第第第３３３３回回回回    住宅設計住宅設計住宅設計住宅設計ととととサスティナブルハウスサスティナブルハウスサスティナブルハウスサスティナブルハウス    

１．アフォーダビリティ 

（１）住宅販売価格の限界 住宅ローン限界 年収 2.5倍 

（２）エンベロップの最小限化（総必要容積デュプレックス、フォープレックス） 

（３）リースホールドによる土地代削減住宅 

（４）ゼロロット、デュプレックス、フォープレックス 

（５）未仕上げ床、未完成住宅、DIY住宅 

２．バリュアブル（トラディショナルな住宅 エクイティ拡大住宅） 

（１）住宅のデザイン（審美性と嗜好アイデンティティ） 

（２）住宅と住宅地デザイン（単体、街並み、町並み、アーキテクチュラルガイドライン） 

（３）クラシック／トラディショナルデザイン 

（４）インテリアとエクステリアのデザイン 

（５）高い文化性の維持／需要の拡大 

３．フレキシブル（間仕切り最小限化） 

（１）ライフスタイルとライフステージ 

（２）松風荘とオープランプランニング 

（３）ユニバーサルデザインと住み替え 

（４）ホーム 2000とブーメラン現象 

（５）ソーシャルな空間、プライベートな空間 

４．ヘルシー、セーフティ 

（１）セキュリティとヒューマンネットワーク（TND） 

（２）エネルギーゼロに向けて魔法瓶住宅 

（３）デュアルモードライフとマルチハビテーション 

（４）文明とともに変化対応するリモデリング可能住宅 

（５）CO Housing（ルールのある住宅地） 

テキスト：「アメリカの注文住宅のわかる本」 

「アメリカンハウススタイル図集・解説」 



 

第第第第４４４４回回回回    施工計画施工計画施工計画施工計画ととととスケジューリングスケジューリングスケジューリングスケジューリング    

１．設計図書に基づく施工計画（プランニング） 

（１）ガントチャート（バーチャート）と実績に基づく計画 

（２）ネットワーク工程表（アローダイヤグラム、ブロックダイヤグラム） 

（３）CPM／CPNの計画の理論と実践 

（４）PEPSIでいうプランニング（前工程、後工程） 

（５）「段取り８分に仕事２分」と同義のプランニング 

２．CPM／CPN（プランニングとスケジューリング） 

（１）CPM／CPNのつくり方、使い方 

（２）日程（時間）の考え方（拘束時間、実働時間） 

（３）CPM／CPNの日程計算の導入法 

（４）フォワードパス／バックワードパスとその利用方法 

（５）フロートとクリティカルパスの発見とその意味 

３．住宅工程管理計画の監理（モニタリング） 

（１）工程管理計画どおり進まない工事の監理 

（２）工程管理計画の監理における計画修正 

（３）変更しなくてよい工程管理計画を変更するべきとき 

（４）工程管理計画にブレークダウンした工事費支出計画 

（５）マネーフロート重視の意味とモニタリング 

４．スケジューリングによる利益実現の理論と実践 

（１）利益創造の経済理論（労働価値説） 

（２）粗利（ホームビルダー直接経営）増大のための工程管理計画 

（３）直接工事費圧縮のための工程管理計画 

（４）職人や下請けの利益拡大の立場に立った工程管理計画 

（５）下請業者や職人への利益分配のできる工程管理計画 

テキスト：「住宅建設業者の工程管理計画」 

第第第第５５５５回回回回    原価管理原価管理原価管理原価管理のののの計画計画計画計画とととと実践実践実践実践    

１．施工計画に基づく原価管理 

（１）設計図書の施工計画に基づく分解 

（２）各工程段階ごとの工事内訳の原価 

（３）材料費と労務費の数量（ネット／グロス） 

（４）材料費と労務費の単価（ネット／グロス） 

（５）工事費原価の概算と積算 

２．積算と見積り 

（１）工事費積算と工事費見積り 

（２）原価公開の工事積算とその建設ローン 

（３）積算（計画）と実施（支払い）と融通性 

（４）仕様書による対応方法（予測される対応） 

（５）見積りと平均利潤率 



３．原価管理 

（１）予実算の迎合管理（原価公開分） 

（２）データベースの作成（関係者の能力評価） 

（３）新規受注見積りのために必要なデータベース 

（４）仕訳けのルールによるデータ管理 

（５）データベースの更新 

４．データ管理とデータ活動 

（１）作業目標と賃金／下請代金 

（２）作業分析、計画どおりできる体質 

（３）作業改善、 計画どおりの成果 

（４）データの共有化、  目標の向上 

（５）標準作業内容、作業工程、作業時間 

テキスト：「コストコントロール」 

第第第第６６６６日日日日    総合品質管理総合品質管理総合品質管理総合品質管理（（（（TQMTQMTQMTQM））））    

１．設計図書と住宅品質 

（１）住宅の品質内容を決める設計図書（仕様書を含む） 

（２）コストコントロールの見積もりで確定できる品質の価格 

（３）施工計画に沿って実施される各工事段階の工事品質 

（４）工事品質を決定する工事費積算見積り 

（５）絶対品質ではなく相対品質 

２．チェックリストと住宅品質 

（１）チェックリストはチェックする場所で品質の内容ではない 

（２）チェックリストを使って施工計画に従ってチェックポイントを特定 

（３）材料、労務、工事内容、工事成果ごとのチェック 

（４）チェックリストと評価判定 

（５）判定結果のフィードバッグ 

３．住宅建設業者としての品質（ブランド化） 

（１）住宅建設業者の実施する工事を特定（品質の特定） 

（２）住宅建設業者、下請業者、消費者に共有する品質 

（３）品質のコミットメント（約束）が CS 

（４）品質（材料、労働、工事内容、工事成果）を公開 

（５）「品質検査で合格する施工」の体制 

４．住宅瑕疵保証 

（１）瑕疵の実体と種類（表示、暗黙、ＰＬ） 

（２）不等価交換が瑕疵でその回復が瑕疵保証 

（３）表示瑕疵と瑕疵保証 

（４）暗黙瑕疵と瑕疵保証 

（５）PL瑕疵と瑕疵保証 

テキスト：「TQMと建設現場のチェックリスト」 


